
  

 

Shimotsuke English Journal  (SEJ) 
Vol. 6３  

 

Ｒ３．２．24 

  今月のキーワード パフォーマンステストの実施（１） 

小学校新学習指導要領の実施に伴い、ALTと対面で会話を行うパフォーマンステストを実践され

ている小学校もいくつか見受けられます。今月号と来月号では、南河内中学校区小学校３校で共通

に取り組んだパフォーマンステストの例を紹介します。各学校において、実施方法や評価の在り方

について共通理解を図るとともに、子どもの実態に応じて積極的に取り入れていただきたいと思い

ます。 

パフォーマンステストに向けた取組（例） 

 

 

◆評価規準 （『話すこと［やり取り］』（５年生の例） 

  自分のことをより知ってもらったり、相手のことをより知ったりするために、質問したり感想 

 を伝えたりして、互いのことを伝え合っている。 

◆評価基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆留意点 

・【思考・判断・表現】の評価は「目的や場面、状況等に応じて話しているか」という点が重要。リア

クション等のみで評価するのではなく、目的を達成するために、どのように工夫したか、相手の話を

受けたやり取りになっているか（会話の内容面）を評価できるようにする。 

１ 教師用手持ち資料より抜粋 

何のための活動なのか、目的を明確にする。 

子どもの姿を思い描いて、具体的な言葉で基準を設定することが大切ですね。 

必ず３つの観点を評価しなければならないわけではありません。【知識・技能】については

単元計画の中で計画的に評価をとっておくことも考えられます。 

回数などは、校内で基準を話し合って決める。 



 
   

 

 

 

 

 

◆事前指導 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

                

※自己評価の仕方についても 

児童と共有しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文責：学校教育課  稲葉 亜希恵 

２ 児童生徒用（自己評価シート） 

パフォーマンステストに至るまでの過程で、授業中

における学びを生かし、改善している部分（自己調

整力）についても評価することができる。 

【知識・技能】と関連する視点 

既習の表現を使って、英語でやり取りをする

姿。言語材料（例：単元で学習した表現など）

を使って正しく表現できたかどうか、自己評価

できるよう伝えておくとよい。 

【思考・判断・表現】と関連する視点 

自分のことについて話したり、共感したり質問した

りしながら会話を継続する姿。やり取りの回数など

を設定した場合は、目安として児童と共有しておく

とよい。（各学校の実態を踏まえて設定する） 

次号へ続きます・・ 


